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統計検定CBTの
試験問題評価とその課題

第17回日本統計学会春季集会
03/04/23 @都立大 (20分)

e-mail: hayashi.atsuhiro@nitech.ac.jp

資料掲載URL: stat.web.nitech.ac.jp/haifu/#JSS2303

1. 背景(1)
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統計検定

認定: 一般社団法人 日本統計学会

実施: 一般財団法人 統計質保証推進協会

検定種別(https://www.toukei-kentei.jp/exam/)

10種類:

 1級から
__DSエキスパートまで

1級以外の9種類は
全てCBT方式

1級はPBTを継続

www.toukei-kentei.jp/exam/

■

PBT ・

CBT

各級の分科会

統計検定の作成・運営: それぞれで会合

合同で定期的に評価・分析に関する会合を開催

各級の試験問題の評価等を意見交換・情報共有

CBT問題評価分科会： 各級の分科会とは独立

CBTでの運用に関する検討や支援

本稿: 活動の紹介、今後の課題

1. 背景(2)
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資格試験: 「資格付与の際、それにふさわしい
_ 力量を持っているかどうかを調べる試験」

(広辞苑第七版)

内容(分野)： 事前に定められた
出題範囲の中から偏りなく出題

難易度: 広範に準備
＝受検者の勉強度合い(能力)に対応するため

2.1 資格試験に求められるもの(1)
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例えば、2級の出題範囲

統計検定のWebページ
(https://www.toukei-kentei.jp/exam/grade2/)

公式問題集
(日本統計学会, 2023)

2.1 資格試験に求められるもの(2)
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サブグループ

大項目で10区分

小項目で21区分

一般的に言われる“難易度”
＝受検者全員を対象とした 全設問の正答率(平均点)

試験の評価指標としての「難易度」・「識別力」

受検者の勉強度合いに依って
正答率が変動することに注目した評価指標

設問解答率分析図(五分位図 or 三分位図)

受験者を総合成績順に人数がほぼ均等な5群(3群)に分割

 「難易度」: 折れ線の上下位置

 「識別力」: 折れ線の傾き

「図」を挿入 図1，2，3

2.2 試験問題の評価方法
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典型的な例(図1) : 難易度

どの群にも易しい どの群にも難しい どの群にもそこそこ

正
答
率
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典型的な例(図2) : 識別力

各群を分離し易い 各群を分離しにくい

正
答
率
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典型的な例(図3) : 部分的識別

下位群を識別 上位群を識別

正
答
率
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誤答選択肢を追記(図4)

選
択
率

受験者の選択行動 2極化(2択)
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各群の勉強度合い(能力)に見合った正答率

基本的には右上がりになるはず 単調増加

難易度：線分の高さ : 図1

識別力：線分の傾き : 図2、図3

増加の程度、直線の勾配

各群で正答率に差がある & 単調増加：識別に有効

増加の程度が低い：識別には有効でな

誤答分析:惑わされ易い選択肢 : 図4

分析図の性質

設問解答率分析図：設問単位で分析

正答選択肢: 単調増加が基本だが.....

作題工程の見直しの動機付けに

誤答選択肢: 受検者が魅力的に感じた選択肢

将来の作題に活用

大問得点率分析図：大問単位で分析

「設問」が幾つかずつにまとまって「大問」を構成

大問というまとまりでの“正答率” ＝ “得点率”

大問の場合には、構成する設問の配点が加味

大問単位での難易度・識別力

2.3 分析図の活用方法
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CBT方式

予め設問を組み合わせた複数のセットを準備

出題分野や難易度が偏らないように

出題範囲をいくつかのサブグループに分割し、
サブグループごとに管理・組み合わせ

サブグループ内での組み合わせの吟味

サブグループ間での難易度や識別力の差異も評価

受検者群に依って設問や大問が異なる

受検者群ごとに設問や大問の評価を行う必要

大問間の相関や得点分布等に関する指標も算出

2.4 CBT方式の使用に関して

13

受検者の解答状況

適宜小セットに分割・結合しながら分析

受験者群、設問群、大問群

一つの級だけでも非常に緻密な作業が必要

===> 多大な労力

CBT問題評価分科会

分析結果をシステマチックに提示できるような方策を

CBTの運営委託会社である
(株)オデッセイ コミュニケーションズと協力しながら

2.5 統計検定に向けての対応
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喫緊の課題： 評価体制の確立

各種の分析結果をタイムリーに提供

各級の分科会で行っている分析作業の支援

検討事項

出題分野のサブグループ内でのばらつきの許容性

どのように慎重・丁寧に作題作業を行ったとしても生じる

設問・大問のライフサイクル： 見極め方の確立

ある程度曝露された設問・大問は入れ替えるフェーズ
 設問・大問は複数回の試験で提示される

統計検定を継続的・安定的に実施していくために

評価資料の整備、効率的な検討環境の確立

3. 今後の課題
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